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研究成果の概要（和文）：脳由来神経栄養因子BDNFは食欲や血糖を抑制するため肥満や糖尿病の治療薬として期
待されるが、骨格筋でも産生されマイオカインとしても注目される。我々はBDNFが膵グルカゴン分泌の抑制によ
り血糖を低下させる可能性を示した。また最終糖化産物(AGE)がヒト血小板においてSrc family kinaseの活性を
介してBDNFの放出を促進し、血小板内BDNFの枯渇をもたらしている可能性を示した（古川らCardiovasc 
Diabetol. 2017;16(1):20）。糖尿病ではAGEにより血小板内のBDNFが枯渇し、BDNFの血管保護効果の減弱により
糖尿病血管合併症が促進される可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Brain-derived neurotrophic factor (BDNF) is a possible anti-obesity and 
anti-diabetes agent with its anorectic and hypoglycemic effect. Recently BDNF is considered as one 
of myokines which is produced in skeletal muscle. We demonstrated that BDNF reduces blood glucose 
level via suppression of glucagon secretion from pancreas. In addition, advanced glycation end 
products (AGEs) induces BDNF release from human platelets through the activation of the Src family 
kinase pathway (Furukawa, K. et al. Cardiovasc Diabetol. 2017;16(1):20). Considering the toxic 
action of AGEs and the protective roles of BDNF, it can be hypothesized that AGE-induced BDNF 
release is a biological defense system in the early phase of diabetes. Chronic elevation of AGEs may
 induce depletion or downregulation of BDNF in platelets during the progression of diabetes 
mellitus.

研究分野： 糖尿病内科／内分泌代謝内科／糖エネルギー代謝
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１．研究開始当初の背景 

 近年、糖尿病が増加し、網膜症や腎症、動脈
硬化症などの糖尿病血管合併症が社会問題と
なっている。糖尿病の治療には食事療法、運
動療法、薬物療法があるが、これら既存の治
療では高血糖や合併症治療薬として効果不十
分な症例も多く、新規の治療法が求められて
いる。脳由来神経栄養因子 Brain-derived 

neurotrophic factor (BDNF)は血糖低下作用
を有する事から新規糖尿病薬として期待され
るが、糖エネルギー代謝への作用や糖尿病血
管合併症への関与など不明な点が多い（図1）。 

 

 

図 1 

 

２．研究の目的 

 BDNF は、血糖低下作用を有する事から新
規糖尿病薬として期待がかかるが、近年、運
動により筋組織でも産生されることが報告さ
れた。しかしその生理的役割は不明である。
本研究では、BDNF の筋組織でのブドウ糖利
用促進作用やインスリン感受性改善作用、肥
満予防作用、グルカゴン分泌抑制作用など抗
糖尿病効果の詳細な機序を解明すると共に、
基礎的な臨床データを収集する。 

 また BDNF は血中ではそのほとんどが血小
板のα顆粒内に存在し、心筋梗塞など血管障
害では保護的に作用することが報告されてい
る。今回は糖尿病など慢性的な高血糖状態に
おける BDNF の動向や血管合併症への関与
の可能性を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 ホルマリン灌流固定を行なった正常 ddy マ
ウス及び BDNF ノックアウトマウスの膵連続
切片を用いて BDNF 受容体（trkB）の免疫染色
を行なった。BDNF ノックアウトマウスの遺伝
子型は、尾の切片からゲノム遺伝子を抽出し、
targeted allele 特異的 primer を用いた PCR
法で確認した。また正常 C57BL/6 マウスから
コラゲナーゼ法で膵ランゲルハンス島を単離
し、10ng/mL の BDNF を添加した培養液中で 7
日培養を行い、培養液中および膵ランゲルハ
ンス島細胞内のグルカゴンとインスリンの含
量を RIA 法で測定した。正常 C57BL/6 マウス
に 10mg/kgの BDNF を連日皮下投与を行い、血
中ブドウ糖濃度、血中グルカゴン濃度、餌の
摂取量、および体重の変化を測定した。 
  一方、健常者の末梢血由来の血小板を、
様々な濃度の AGE(glycated-BSA)と共に 37℃

で 5 分間インキュベートし、血小板内および
血小板から放出された BDNF を ELISA 法で測
定した。またこれらの反応系に Caイオンのキ
レート剤である BAPTA-AM や、Src family 
kinases (SFKs)のインヒビターである PP2を
加えた場合も同様に検討した。Src や Syk
（downstream kinase of SFKs）のリン酸化は
Western blotting 法と免疫沈降法で評価した。 
 
４．研究成果 
 BDNF を７日間連日皮下投与した正常マウ
スでは、有意にえさの摂取量と空腹時血糖が
低下した。また BDNF の受容体である trkB

が膵島 α細胞に発現しており（図 2）、BDNF

添加により単離ランゲルハンス島からのグル
カゴン分泌が抑制された（図 3）。 

図 2 
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また BDNF ノックアウトマウスでは血糖値
が wildtype に比べ有意に高値だった。これら
の結果より、BDNF は食欲抑制作用に加え、
膵 α 細胞からのグルカゴン分泌を抑制するこ
とにより血糖を低下させる可能性が示された
（羽入修ら. Diabetes Obes Metab 5(1): 27-
37）。 

 またヒト血小板において、慢性的な高血糖
状態で蓄積する最終糖化産物(AGE)が容量依
存性に BDNF の放出を促進した（図 4、図 5、
古川和郎ら、Cardiovasc Diabetol.16(1):20. 
doi: 10.1186/s12933-017-0505-y）。 

マウス膵ラ氏島α細胞における 

BDNF受容体（TrkB）の発現	 
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図 5 

また膜透過性の Ca キレート剤である
BAPTA-AM や Src family kinase(SFK)阻害
剤である PP2 を添加すると AGE による
BDNF 放出は抑制された（図 6、図 7）。 

 

図 6 

 

図 7 

 
 
さらに Western blotting 法と免疫沈降法に
より、血小板内の SFK や Syk（downstream 

kinase of SFKs）は、AGE添加によりリン酸化
されることが示された（図 8、図 9）。 

 

図 8 

 
図 9 

 これらにより AGEは Ca依存性に Src family 
kinase(SFK)の活性を介して、血小板内 BDNF
の枯渇をもたらしている可能性が示された。 
糖尿病患者では慢性的な高血糖状態で蓄積す
る AGE により血小板内の BDNFが枯渇し、BDNF
の血管保護効果の減弱により血管合併症が促
進される可能性がある。 
 以上より、BDNF は糖代謝や肥満是正作用の
みならず、糖尿病患者の血小板 BDNF枯渇によ
る血管障害の進行を抑止する可能性が示唆さ
れた。  
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